
Va-002 会場：C102 時間：6月9日　9:12-9:24

鳥取県大山の玄武岩：過冷却による分化作用

Basalts from Daisen volcano, Japan: Fractional crystallization versus supercooling of

primary magma
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西南日本の大山の西に分布する玄武岩を調査し、思いがけない発見をした。（１）１６枚の玄武岩溶岩のＳｒ同
位体比は均質であり、さらに、玄武岩と大山のデイサイトは同じＳｒ及びＮｄ同位体比を持つ。よってこれらは
成因的に密接な関係を持つことが示唆される。計算された初生マグマのマントルにおける分離深度は約６０キロ
である。また、玄武岩のＳｍ／Ｙｂは、東北日本の玄武岩類よりも高い値を持ち、ＯＩＢとＭＯＲＢの中間的値
をとる。（２）１６枚の溶岩流において、斑晶のカンラン石の形態およびカンラン石とホスト玄武岩の化学的関係
から、分別結晶作用によるマグマの分化と、過冷却を伴う結晶作用によるマグマの分化が識別された。

西南日本の大山はデイサイトの火山であると考えられてきた。われわれは、大山のすぐ西方にある玄武岩を調
査し、思いがけない発見を二つした。（１）１６枚の玄武岩溶岩のストロンチウム同位体比は均質であり（変動幅
は０．０００３以下）、大山周辺の単成火山群とは明らかに異なる。さらに、玄武岩溶岩と大山のデイサイトは同
じストロンチウム及びネオジム同位体比を持つ。よってこれらの玄武岩とデイサイトは成因的に密接な関係を持
つことが示唆される。Ｔａｍｕｒａ＆　Ｎａｋａｍｕｒａ（１９９６）は、沈み込み帯の火山では、１つの火山
から噴出した玄武岩とデイサイトは同じＳｒ同位体比を持つことを示した。逆は必ずしも真ではないが、大山の
場合、玄武岩の噴出年代とデイサイトの噴出年代が近いこと、地理的に近接していること、周囲の単成火山群の
玄武岩類とは明らかに異なることから、この玄武岩を大山火山の玄武岩とすることを提案する。玄武岩溶岩は、
ほぼカンラン石斑晶のみを含むカンラン石ソレアイトである。カンラン石最大分別法により玄武岩マグマから計
算された初生玄武岩マグマのマントルにおける分離深度は約１８ｋｂ（６０キロ）である。また、大山の玄武岩
のＳｍ／Ｙｂは、東北日本の玄武岩類よりも高い値を持ち、ＯＩＢとＭＯＲＢの中間的値をとる。これらは、ザ
クロ石カンラン岩とスピネルカンラン岩の安定領域の境界辺りで発生したことを示しているのかもしれない。（２）
１６枚の溶岩流において、斑晶のカンラン石の形態およびカンラン石とそのホストの玄武岩の化学的関係から、
分別結晶作用によるマグマの分化と、過冷却を伴う結晶作用によるマグマの分化が識別された。過冷却を経験し
たマグマは鉄に富んだカンラン石を分別することによってマグネシアンになる。また、その岩石は全岩ではマグ
ネシウムに富んでいるのに鉄に富んだカンラン石斑晶を持ち、一見異常である。


